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は　じ　め　に

島根大学では，「地域に根ざし，地域社会から世界に発信する個性輝く大学」を目指すことを謳
い，学生・教職員協働のもと，学生が育ち，学生とともに育つ大学づくりを推進してきておりま
す。平成 25 年度には，「地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）」に採択され，さらに今年度
は，島根県内の大学・高専及び島根県との共催により，平成 27 年度文部科学省「地（知）の拠点
大学による地方創生推進事業（COC＋）」にも採択されています。また，生物資源科学部でも，
平成 25 年度に文部科学省から，「ミッションの再定義」を受け，本学部の強みや特色は，「汽水域
の生物資源の利活用」と「高齢化社会における豊かな農山村の創造に寄与する学際的研究」にある
ことが示されています。いよいよ，来年度より国立大学法人第 3期中期目標期間がスタートしま
す。この 4月には，本年度実施した「地域貢献人材育成入試（COC入試）」合格者 7名が生物資
源科学部に入学してまいります。これまで以上に地域との結びつきを強め，地域の振興・発展に寄
与できる教育研究や地域で活躍できる人材育成に取り組む必要があります。
平成 26 年度，本学部では「ミッションの再定義」に対応した全教員参加型のミッション研究課

題プロジェクトを立ち上げ，昨年度末に「島根大学生物資源科学部ミッション研究課題成果報告
書 2014」を発刊いたしました。今年度は，1人 1テーマで課題を担当し，さらにグループ・サブグ
ループの見直しを行い，「沿海・汽水域の生物資源の利活用」で 44 テーマ，「高齢化社会における
豊かな農山村の創造に寄与する学際的研究－中山間地域における課題解決－」で 33 テーマを実施
いたしました。
プロジェクトが軌道に乗り始めた昨年 7月，「人口減少社会における水環境の創造」に参加され

ていた 野中 資博 教授がご逝去されましたことは，誠に痛恨の極みでございました。そのような
中，病気療養中であった 秋廣 高志 助教が復帰され，「沿海・汽水域の生物資源の利活用：動物資
源」に参加されたことは，大変嬉しいニュースでありました。
今年度の研究成果の一部は，学内外で「ミッション研究課題成果報告会」として，計 11 回開催

し，口頭あるいはポスター発表をしておりますが，本報告書は，各教員が一年間取り組んだ研究成
果の概要を 1ページにまとめたものです。来年度は，この 2年間での研究成果を基に，「特産品産
地再生プロジェクト」と「特産品食品機能強化プロジェクト」を立ち上げる予定にしております。
最後になりましたが，多くの学部ミッション報告会を主催していただきました生物資源科学部地

域連携室と，本報告書の取りまとめに当たってご協力をいただきました生物資源科学部事務室の
方々に厚く御礼申し上げます。 

　　平成 28 年 3 月 11 日

島根大学生物資源科学部長
　澤　　　嘉　弘
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Suzuki, K., Mitra, S., Iwata, O,. Ishikawa, T., Kato, S., Yamada, K. Selection and characterization of 
Euglena anabaena var. minor as a new candidate Euglena species for industrial application. Biosci. 
Biotechnol. Biochem., 79(10): 1730-1736, 2015  

Kato, S., Takaichi, S., Ishikawa, T., Asahina, M., Takahashi, S., Shinomura, T. Identification and 
functional analysis of the geranylgeranyl pyrophosphate synthase gene (crtE) and phytoene 
synthase gene (crtB) for carotenoid biosynthesis in Euglena gracilis. BMC Plant Biol., 16:4, 2016 

Yoshida, Y., Tomiyama, T., Maruta, T., Tomita, M., Ishikawa, T., Arakawa, K. De novo assembly and 
comparative transcriptome analysis of Euglena gracilis in response to anaerobic conditions. BMC 
Genomics, in press, 2016 
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高齢化社会における
豊かな農山村の創造に寄与する

学際的研究
－中山間地域における課題解決－
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島根大学生物資源科学部ミッション推進室

学部長（ミッション推進室長）　　　　　　　澤　　嘉弘（生命工学科　　教授）

副学部長（研究・企画担当）　　　　　　　　川向　　誠（生命工学科　　教授）

副学部長（教育・学生支援担当）　　　　　　浅尾　俊樹（農林生産学科　教授）

副学部長（地域連携担当：地域連携室長）　　板村　裕之（農林生産学科　教授）

附属生物資源教育研究センター長　　　　　　小葉田　亨（農林生産学科　教授）

沿海・汽水域の生物資源の利活用

１．沿海・汽水域の生物資源の利活用部門

　ａ．植物資源　　課題責任者　板村　裕之（農林生産学科　教授）

　ｂ．動物資源　　　　〃　　　大島　朗伸（生物科学科　准教授）

　ｃ．微生物資源　　　〃　　　川向　　誠（生命工学科　教授）

２．沿海・汽水域の生物多様性部門

　　　　　　　　　課題責任者　宮永　龍一（農林生産学科　教授）

３．生物資源環境の保護・保全部門

　ａ．水環境　ｂ．土壌環境　

　　　　　　　　　課題責任者　喜多　威知郎（地域環境科学科　教授）

高齢化社会における豊かな農山村の創造に寄与する学際的研究
－中山間地域における課題解決－

１．農林生産技術部門

　ａ．畜産　　　　課題責任者　一戸　俊義（農林生産学科　教授）

　ｂ．有機農業　　　　〃　　　松本　真悟（附属生物資源教育研究センター　教授）

　ｃ．未利用資源　　　〃　　　小葉田　亨（農林生産学科　教授）

　ｄ．森林利用　　　　〃　　　吉村　哲彦（農林生産学科　教授）

２．農山村の生活・環境部門

　ａ．中山間地域活性化

　　　　　　　　　課題責任者　伊藤　康宏（農林生産学科　教授）

　ｂ．人口減少社会における水環境の創造

　　　　　　　　　課題責任者　武田　育郎（地域環境科学科　教授）
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